
2020 年後期ビーチバレーボール強化指定選手（2020 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

  

■2020 年後期強化指定選手 

・高橋巧(2,024)  / 長谷川徳海(1,793)  合計:3,817 

・石島雄介(1,807) / 白鳥勝浩(1,619)   合計:3,426 

・池田隼平(1,354) / 土屋宝士(1,330)   合計:2,684 

・村上斉(1,272)  /清水啓輔(1,135)    合計:2,407 

  

〇選考方法 

2020 年 6 月 1 日時点で FIVB 開催国枠ランキングを基にペアの和の合計上位 4 チーム（8 名）を

2020 年度後期強化指定選手に選考 

※強化指定選手が期間中にペアを変更した場合は、変更したチームを交えた開催国枠ランキングの

ポイントでペアの和の合計上位 4 チームを強化指定選手に変更する 

  

  

■強化特化チーム 

・高橋巧(2,024)  / 長谷川徳海(1,793)  合計:3,817 

・石島雄介(1,807) / 白鳥勝浩(1,619)   合計:3,426 

  

〇選考方法 

東京オリンピックに向けてターゲットを絞り強化を特化するために開催国枠ランキングで上位の 2

チームを選出 

  

  

■国際大会の派遣方法 

○AVC アジアツアー（2 チーム）およびアジア選手権（3 チーム） 

・JVA エントリー締切日における FIVB 開催国枠ランキングの和の合計の高い順に派遣 

・強化指定選手以外のチームを派遣する場合は強化委員会で検討し派遣選手を選考 

○FIVB ワールドツアー 

・国際大会基準の通り（参照：国際大会出場基準） 

○コンチネンタルカップ 

・男女責任者が選手 4 名（＋補欠選考も有）を選考し強化委員会で協議して決定する 

○アジアビーチゲームズ 

・FIVB 開催国枠ランキングの和の合計の高い順に 1 もしくは 2 チームを派遣させる 

  

■東京オリンピック選考方法 

・東京 2020 ビーチバレーボール日本代表チーム決定戦優勝チーム（1 枠目）：延期後時期未定 

https://www.jva.or.jp/topics/uploads/2608/40e8cd873da82edc536035264b1cac4c.pdf


・オリンピックランキング 15 位以内入賞チーム（2 枠目）：2021 年 6 月 14 日で決定 

・コンチネタルカップ優勝チーム（2 枠目）：2021 年 6 月 27 日に決定 

  

※2021 年 7 月 1 日までに第 3 フェーズ出場の 2 チームで代表決定戦を行い勝利チームが 2 枠目の代

表チームに内定 

※オリンピックに出場するには 2021 年 6 月 27 日時点で FIVB 開催国枠ランキング 12 位以内に入

っていなければ出場することはできない。また、出場を決めたチームで 1 人の選手が条件を満たし

ていなかった場合は、出場の条件を満たしている選手と強化委員で協議し選手を選考する（怪我等

の場合も同様） 

  

  

■2021 年の強化指定選手の選考方法 

☆前期（2021 年 1 月 1 日～代表チーム決定戦まで） 

2020 年 12 月 1 日時点の FIVB 開催国枠ランキングを基にペアの和の合計上位 4 チーム（8 名）を

2021 年度前期の強化指定選手に選出 

  

◆強化特化チームの選考方法 

① 男女ともに*2020 年度の目標順位をクリアしたチームを選出 

② ①をクリアできなかった場合、男子は開催国枠ランキング上位 2 チームを選出し、女子は開催

国枠ランキング最上位チームの 1 チームを選出 

  

(*)2020 年度目標順位 

・AVC アジアツアーもしくはアジア選手権  優勝 

・FIVB ワールドツアー4★ 9 位以上 

・FIVB ワールドツアー5★ 13 位以上 

  

☆中期（東京 2020 日本代表チーム決定戦後～2021 年 8 月 8 日まで） 

東京 2020 日本代表決定戦優勝チーム（男女各 2 名）＋コンチネンタルカップ候補選手（男女各 6 名）

の男女各 8 名を選出 

  

☆後期（2021 年 8 月 9 日～12 月 31 日まで） 

JVA ビーチバレーボール事業本部 強化委員会で検討 

  

強化指定選手の選考に関して不測の事態が起きた際には強化委員会で協議し強化指定選手を変更す

る場合がある。 

 


